







伊 原 尚 子（浜松医科大学 学術情報課長） 
浜松医科大学の概要 
【大学について】 
建学 昭和49年  (創立44年） 
 
医学部 医学科・看護学科    
大学院 医学系研究科（医学専攻・光医工学共同専攻・看護学専攻） 
      連合小児発達学研究科[浜松校] 
      
学生数 学部生 993名 大学院生266名 










（平成29年度）                               
蔵書数 54,212冊   年間受入冊数 1,999冊  
所蔵雑誌種類数 1,981種類 年間受入雑誌種類数 286種   
入館者数 100,944人（延べ人数） 
貸出総数 7,749点 
面積 1,757㎡ 座席数 233席  
 
経常経費 112,116（千円） 
 うち 図書購入費 5,260（千円） 
     電子ジャーナル等購入費 69,722（千円） 
職員 















   →キャンパスマスタープランの構想の軸に環境改善、リノベーション 
    ・H25にラーニング・コモンズは整備済み 
    ・第3期中期目標に40席の増席を記載 
    ・書架占有率が90％を超え、空調の不備によるカビの大量発生 
 
学長主導の図書館改革 
   →図書館をスマート・ライブラリに 
    ・Society5.0型の図書館を目指す 
    ・スマホ世代の学生の学修行動の変化 
    ・古い図書は弊害（古い医療知識は不要） 
    
県内の国立大学との連携 






    →書架長   
       改修前 3.26ｋｍ（収蔵能力 9.1万冊） 
       改修後 1.54ｋｍ                
    →改修後には、書架占有率60％を目標に。 
       
金銭的な問題 
   →図書燻蒸の実施  
   →改築時にかかる図書の移動および保管費用 
        
資産の減額にかかる学内調整   






   →図書館長が、各領域から教授クラスを中心に選出 
   →分野特性と蔵書構成の確認 
 
教授会での繰り返しの説明 
   →スマート・ライブラリ構想の 






     


































   →継続的な予算要求 
   →普及に向けてのリテラシー活動 
  
問題点もあり 
  日本語の医学系電子書籍は、旧版のみ 
  提供される場合が多い 
 
地域の情報資産を活用  
   →浜松市立図書館との連携     
          
アメニティエリアへの書店誘致  
       




     












 構想に向けての新業務  
 
浜医学修支援システム 
   →授業動画や教材を配信する 
     ポータルサイト 
   →普及に向けてのリテラシー活動 
    
      
国際化統括部門設置準備室 
   →国際的なコミュニケーション能力向上  
   →グローバル・コモンズの活動への積極的関与 
   →大学の国際化に向けての方策検討（国際情報発信） 
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